
書式第 12号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 5年度 事 業 報 告 書

特定非営:型量 人 日本を護る会

1 事業の成果
今年度も様々な分野に精通する有識者の方をお招きし、日本の歴史や文化、世界情勢をふまえた日本

の置かれた立場などについて有益な講演を行なっていただくなど、会員・非会員問わず多くの学びの機

会や議論の場を設けることができた。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【770.0】 千円)

定款に記載
された事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

日本伝統文化

の教育 。研究

事業 (講演会

等)

定時総会後の講演会
「国家の自立が日本を復活さ

せる」

講師 :  

令和 5年

9月 16日

(土 )

銀座サロン・

ド・ジュリエ
9人 36人 36人

2 69. 7

第 103回定例会

「大東亜戦争で日本は一体誰

と戦ったのか ?ルーズヴェ
ル ト (FDR)がおかした 20世

紀最大の愚行」

講師 :

令和 5年
11月 11

日 (土 )

銀座サロン・

ド・ジュリエ
9人 21人 21人

第 104回定例会
「航空自衛隊現役パイロット

に言几く」

講師 :

令和 6年
2月 10日

(土 )

銀座サロン・

ド・ジュリエ
9人 39人 39人

第 105回定例会
「駐豪大使の日から見た外交

最前線

と日本外交の課題」

講師 :  

令和 6年

4月 13日

(土 )

銀座サロン・

ド・ジュリエ
9人 28人 28人

第 106回定例会
「ウクライナ危機と日本の

安全保障」

講師 :

令和 6年
6月 8日

(土 )

銀座サロン・

ド・ジュリエ
9人 34:人 34人



史跡の研究事
業 (研修会
等)

第 39回研修会
「海上保安資料館横浜館」

令和 5年
7月 17日

(月 )

横浜市中区

新港
9人 16人 16人

176.9

第 40回研修会
「アメリカ空軍横田基地」

令和 5年

8月 29日

(火 )

東京都西多

摩郡瑞穂町
9人 28人 28人

第 41回研修会
「東京大神宮」

令和 6年

1月 13日

(土 )

東京都千代

田区富士見
9人 18人 18人

第 42回研修会
「渋沢栄一の功績 渋沢栄一
史料館」

令和 6年

3月 23日

(土 )

東京都北区

王子
9人 13人 13人

我が国の歴史

の普及啓発事

業 (交流会

等 )

定時総会時講演会講師と参加

者との交流会

令和 5年

9月 16日

(土 )

銀座サロン・

ド・ジュリエ
9人 25人 25人

297.6

第 103回定例会講師と参加者

との交流会

令和 5年

11月 11

日 (土 )

銀座サロン・

ド・ジュリエ
9人 21人 21人

第 104回定例会講師と参加者

との交流会

令和 6年

2月 10日

(土 )

銀座サロン・

ド・ジュリエ
9人 23人 23人

第 105回定例会講師と参加者

との交流会

令和 6年

4月 13日

(土 )

銀座サロン・

ド・ジュリエ
9人 28人 28人

第 106回定例会講師と参加者

との交流会

令和 6年

6月 8日

(土 )

銀座サロン・

ド・ジュリエ
9人 25人 25人

我が国の歴史

の普及啓発事

業 (機関誌発

行等 )

日本を護る会レポー ト (第

48号)発行
令和 5年

9月
事務所等 10人

60人

程度

60人

程度

25.8

日本を護る会レポート (第

49号)発行
令和 5年

12月
事務所等 10人

6(〕 人

程度

60人

程度

日本を護る会レポー ト (第

50号)発行
令和 6年

3月
事務所等 10人

60人

程度

60人

程度

日本を護る会レポー ト (第

51号)発行
令和 6年
6月

事務所等 10人
60人

程度

60人

程度



書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和5年度 活動計算書 (その他事業が△塾場合)
特定非営利活動法人 日本を護る会

∠lLi::ll・ f:ilit_____

184.000

200,000

受取補助金

受取利息

4

正 員受取会費
賛助会員受取会費

受取寄附金
施設等受入評価益

268,000
102.500
285,000‐

日本伝統文化等の講演会事業

研修事業
普及啓発事業 交流会

|】 経
:費
「

給料手当
役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

会議費
諸謝金
研修費
消耗品費
旅費交通費
事務用品費
通信運搬費
交際費
雑費

416,051
155,918
3,900
3, 170

90,553
96.440
336

3, 294

300

2

769,962
:理費

(1)人件費
~

役員報酬
給料手当
退職給付費用
福利厚生費

(2)での他経費
会議費
消耗品費
事務用品費
通信運搬費
新聞図書費
地代家賃
旅費交通費
寄付金
支払手数料
諸会費
租税公課
交際費
雑費

32,197
4,974
25,746
19,208

890

60,000
90,501

30,000
2,792
10,000

0

0

15,000

291 3081
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書式第 15号 (法第 28条関係)

令和5年度 貸借対照表
特定非営利活動法人 日本を護る会

上註上金註

【́ ;

1

現金預金
棚卸資産
その他流動資産

437,252
24,482
0

車両運搬具
什器備品

0

0

ソフトウェア
借地権

0

0

敷金
長期貸付金

0

0

【A】 資 産 合 計 ①+② 461,734

【

|
● .

未払金

預 り金

1,980
0

長期借入金
退職給付引当金

0

0

+

B-2
4 79 5

1

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 十 【B-2】 461,734



16 28条(

令和5年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本を護る会

重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO会 計基準 (2010年 7月 20日  2011年 11月 20日 一部改正 NPO法人会計基準協議会)に よっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
(該 当なし)

(2)固定資産の減価償却の方法
(該当なし)

(3)引 当金の計上基準
(該当なし)

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
(該当なし)

(3)消費税等の会計処理
税込みでの処理を実施。

2.事 業別損益の状況
(単位

事業部門計 管理部門 合計研修事業
普及啓発事業
(交流会 )

普及啓発事業
(機関紙 )不斗目 講演会事業

184,000
200,000

0

657,500
1

0

0

0

2,000
0

0

0

0

657,500
0

184,000
200,000

0

0

1

0

0

0

102,500
0

0

0

0

285,000

0

0

0

0

268,000
0

1,041,501285,000 2,000 657,500268,000 102,500

416,051

155, 918

3,900

3, 170

96,440

90,553
0

0

0

0

386

0

0

0

0

0

0

3,294
300

32,197
0

0

4,974

25,746

90, 501

60,000
0

0

0

19,208

890

0

30,000

2,792
0

10,000
0

15,000

448,248

155,918

3,900

8, 144

122,186

181,054

60,000
0

0

0

19,544

890

0

30,000

2,792
0

3,294

15, 300

110,151

0

3,900
0

24,440

38,432
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

256,400
0

0

0

24,000
17, 186

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1,450

24,000

0

0

0

0

0

336

0

0

0

0

0

0

0

0

49,500

155,918
0

1,720

24,000
34,986

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3,294
300

H,308 1,061.270297,586 25,786 769,962269,668 176,923
769, 962 2り 1, 308 1,061,270176,923 29r,b8b 25,786269,668
-1lZ,40Z 92,b93 -19,イ by―イ4,4Z6 -12,b8b ―z3, rbb-1,bb6

I 経常収益
1 受取会費
2 受取寄附金
3 受取助成金等
4 事業収益
5 その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当

役員報酬

退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)その他経費
会議費

諸謝金

研修費

消耗品費

事務用品費

旅費交通費

地代家賃

施設等評価費用

減価償却費

印刷製本費

通信運搬費

新聞図書費

業務委託費

寄付金

支払手数料
租税公課

諸会費

交際費

雑費

その他経費計
経常費用計

当期経常増減額

算定方法金額内容

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳
円 )

384.001



4 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳
(単位 :円 )

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

(単位 :円 )

その他特定非営利活動法人の資産
事項

事業費と管理費の按分方法
(該当なし)
その他の事業に係る資産の状況

(該当なし)

負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考

合計

科 日 取得 減少 減価償却累1:1額

有形固定資産
車両運搬具
什器備品

無形固定資産

投資その他の資産
敷金

合計

科 日 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

合計

科 目
計算書類に計
上された金額

内、役員との

取引

(活動計算書 )

活動計算書計

(貸借対照表 )

貸借対照表計

内、近 親 者及

び支配法人と
の 酌 弓|



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和5年度 財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本を護る会

24,482
24,182

現金預金
110,481

104,436
0

24

222,311

手元現金

三井住友銀行普通預金

未収金
前渡金

棚卸資産
販売用寄附物品

ゆ
ゆ
ゆ

銀行普通預金①
銀行普通預金②
銀行振替口座

よ

よ

よ

ち

ち

ち

う

う

う

車両運搬具

什器備品

ソフトウェア

借地権

2

敷金

長期貸付金

461, 734【A】 資 産 合 計 ①+②

負 の  1 ,

1,980未払金

預り金

０

一
1,981i市 ]

長期借入金

退職給付引当金

0

0

【[

日

【B-1】 負 債 合 計 ③十④ 1,980

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 459.754

437,252

1,980



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和5年度年間役員名簿
(前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並びに

これからの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人 日本を護る会

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

ノ

ノ

以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
(フ リガナ)

|
氏  名

前事業年度内
の就任期間

報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)

理事

オオ ハ シ タケオ

|
大橋 武郎

令和5年 7月 1日 ～

令和6年 6月 30日

理事

カヤバ ヒロユキ

~可

~]

萱場 浩之

令和5年 7月 1日 ～

令和6年 6月 30日

理事

モチヅキ ヤスオ

|望月 靖夫

令和5年 7月 1日 ～

令和6年 6月 30日

理事

ヤジマ カンゾウ

|矢島 寛三

令和5年 7月 1日 ～

令和6年 6月 30日

理事

モリモト ヨシオ
-1

森本 盆夫

令和5年 10月 1日～

令和6年 6月 30日

監事

アラ ケンイチ

1阿羅 健

令和5年 7月 1日～

令和6年 6月 30日

l

~可

|

10

――」
」



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 日杢生謹二金_____

氏   名

1 大橋武郎

2 萱場浩之

3 望月靖夫

4 A「,Rこ島寛三

5 大橋勇郎

6 小室容子  

7 森本釜夫

8 八角絵梨

9 平松明子

10 久貴光

11

12




